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基
本
方
針
１　

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

●
家
庭　

保
健
セ
ン
タ
ー
や
各
公
民
館
に
お
い
て
、
子
育
て
や
料
理
、
介

護
な
ど
の
講
座
を
開
催
し
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
家
庭
で
の
役
割
分
担

意
識
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。
参
加
者
：
約
千
２
百
人
。

●
地
域　

公
民
館
ま
つ
り
や
各
種
講
座
等
を
実
施
し
、
誰
も
が
共
同
し

て
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
多
く
の
参
加
者
が
集
い
ま

し
た
。
参
加
者
：
約
２
万
５
千
人
。

●
学
校　

全
小
中
学
校
で
全
体
計
画
等
を
作
成
し
、
全
教
育
活
動
を
通

じ
て
「
男
女
平
等
教
育
」
を
含
め
た
人
権
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

●
生
涯
学
習　

各
公
民
館
や
青
少
年
ホ
ー
ム
等
に
お
い
て
、
人
権
や
青

年
・
文
化
、
高
齢
者
の
健
康
、
指
導
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
等
の
講
座

を
開
催
し
、女
性
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
に
努
め
ま
し
た
。参
加
者
：

約
９
千
４
百
人
。

●
政
策
決
定　

市
長
に
意
見
等
を
述
べ
る
審
議
会
に
お
い
て
、
委
員
の

委
嘱
等
に
関
す
る
基
準
を
見
直
し
、
男
女
の
比
率
が
均
衡
す
る
よ
う
に
努

め
ま
し
た
。
審
議
会
の
女
性
委
員
の
比
率
：
29
・
１
％
。

●
国
際　

市
民
ま
つ
り
や
獨
協
大
学
に
お
い
て
「
国
際
村
一
番
地
」
を
開

催
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
と
の
交
流
に
よ
る
国
際
理
解
の
推
進
に
努
め
ま

し
た
。
交
流
し
た
市
民
数
：
約
１
万
５
千
人

ま
た
、
外
国
籍
市
民
の
生
活
相
談
等
を
実
施
し
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
し
た
。
相
談
件
数
：
約
２
千
２
百
件
。

基
本
方
針
２　

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
の
確
保

●
性
感
染
症
等
予
防　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
に
よ
り
、
性
感
染
症
予
防

や
薬
物
乱
用
防
止
の
意
識
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。
妊
婦
健
康
診
査
で
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
約
２
千
２
百
件
。

●
健
康
増
進　

保
健
セ
ン
タ
ー
や
体
育
館
等
に
お
い
て
、
保
健
師
に
よ

る
健
康
指
導
、
生
活
習
慣
病
予
防
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
開
催
し
、

健
康
意
識
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。
参
加
者
：
約
５
万
９
千
人
。

基
本
方
針
３　

多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
環
境
づ
く
り

●
子
育
て　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
け
る
サ
ポ
ー
タ
ー
勉
強

会
の
実
施
、
低
年
齢
児
保
育
や
延
長
保
育
な
ど
の
保
育
事
業
や
児
童
ク
ラ

ブ
等
の
充
実
、
子
ど
も
の
遊
び
場
の
確
保
、
市
の
主
催
事
業
に
お
け
る
託

児
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
な
ど
、
男
女
が
共
に
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。　
（
市
内
保
育
園
22
園
中
）
延
長
保
育
10
園
・

時
間
外
保
育
12
園
・
０
歳
児
保
育
15
園
・
育
成
保
育
21
園
で
実
施
。

●
高
年
者
・
障
が
い
者　

各
種
在
宅
支
援
事
業
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
た
総
合
的
な
予
防
介
護
事
業
、
健
康
相
談
、
ふ
れ
あ
い

浴
場
事
業
等
を
実
施
し
、
高
年
者
や
障
が
い
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
、

社
会
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し

た
。

●
互
い
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
子

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
公
民
館
ま
つ
り
な
ど
を
開
催
し
、
世
代
間
の
交

流
促
進
に
努
め
ま
し
た
。
参
加
者
：
約
７
万
７
千
人
。

基
本
方
針
４　

働
く
場
で
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

●
働
く
職
場
の
環
境
づ
く
り　

各
公
共
機
関
に
お
い
て
、
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
の
改
正
、
育
児
休
業
制
度
や
再
雇
用
制
度
の
普
及
、
セ
ク
ハ
ラ

防
止
な
ど
の
各
種
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
働
く
職
場
の
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
し
た
。

●
女
性
の
自
己
実
現　

勤
労
福
祉
会
館
や
公
民
館
、
文
化
会
館
、
獨
協

大
学
等
に
お
い
て
、
女
性
の
職
業
能
力
や
技
術
の
向
上
、
労
働
や
起
業
支

援
な
ど
の
各
種
講
座
を
開
催
し
、
女
性
の
自
己
実
現
の
た
め
の
活
動
支
援

に
努
め
ま
し
た
。
参
加
者
：
約
２
千
７
百
人
。

基
本
方
針
５　

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

●
意
識
醸
成　

草
加
市
文
化
会
館
の
「
男
女
共
同
参
画
さ
わ
や
か
サ
ロ

ン
」
か
ら
総
合
的
な
情
報
発
信
を
行
う
と
共
に
、
獨
協
大
学
や
吉
町
集

会
所
で
暴
力
防
止
、
人
権
教
育
な
ど
の
講
座
を
実
施
し
、
性
別
に
基
づ

く
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
意
識
の
醸
成
に
努
め
ま
し
た
。
参
加
者
：
約

３
千
１
百
人
。

●
暴
力
防
止
と
救
済　

範
囲
の
広
い
市
民
相
談
や
女
性
の
生
き
方
な
ん

で
も
相
談
、
よ
り
専
門
的
な
法
律
相
談
等
、
様
々
な
相
談
窓
口
を
開
き
、

相
談
し
や
す
い
体
制
作
り
に
努
め
ま
し
た
。

更
に
、
近
隣
自
治
体
や
警
察
、
保
健
所
等

に
よ
る
Ｄ
Ｖ
対
策
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

で
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
緊
急
時

の
援
助
体
制
作
り
に
努
め
ま
し
た
。
各
種

相
談
件
数
：
約
５
千
件
。

基
本
方
針
６　

計
画
の
推
進

●
庁
内
推
進
体
制　

職
員
研
修
実
施
や
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
へ
の
掲
示
等
に
よ

り
、
全
職
員
へ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
周
知
を
行
う
と
共
に
、
行
政
推

進
会
議
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
と
お
し
て
、
庁
内
の
横
断
的
な

推
進
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

●
総
合
的
な
推
進　

草
加
市
文
化
会
館
の
「
男
女
共
同
参
画
さ
わ
や
か

サ
ロ
ン
」
を
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
の
活
動
拠
点
と
し
て
位
置
付
け

て
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
総
合

的
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
数
：
約
１
千
８
百
人
。

　

市
で
は
、
平
成
 18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
草
加
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
２
０
０
６
」
を
策
定
し
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や
意
思
が
尊
重
さ
れ
、

と
も
に
支
え
あ
い
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
発
揮
し
て
多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
 18
年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
２
０
０
６　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

平
成
  18
年
度
取
組
状
況

　男女共同参画社会を進めるキーワー
ドは時代によって変化します。今のキー
ワードは、「ワーク・ライフ・バランス」。
皆さんは、「仕事」と「家庭」「地域生活」
のバランスを自分が望むように保ててい
ますか。人生には就職、結婚、子育て、
そして退職など、色々な時期があります。
それぞれのライフステージに応じて希望
する生活のスタイルは異なり、変わって
いきます。誰も
が幸せを感じら
れるバランスの
とれた生活。男
女共同参画はそ
んな社会の実現
をめざします。

くらしを支えあう
男女共同参画社会の実現をめざして

基本理念

基本方針
❶  

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共
同

参
画
の
推
進

❷  

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
の

確
保

❸  

多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
環

境
づ
く
り

❹  

働
く
場
で
の
男
女
共
同
参
画
の

推
進

❺  

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力

の
根
絶

❻ 

計
画
の
推
進

平成20年1月1日配偶者暴力防止法（DV法）が変わります！平成20年1月1日配偶者暴力防止法（DV法）が変わります！

　ここでは市民の皆様に関係する事項のみお知らせします。紙面に掲
載されている以外の詳しい内容は、市役所人権共生課又は、内閣府男
女共同参画局のホームページからご確認ください。

★現在の保護命令制度が拡充されます！
１ 生命又は身体に対する脅迫を受けた被害者
も保護命令の申立てができます。
２ 被害者に対する電話・電子メール等が禁止
されます。また、次の行為も禁止する保護
命令を発することができるようになります。
　① 面会の要求
　② 行動の監視に関する事項を告げること
　③著しく粗野・乱暴な言動
　④ 無言電話、連続しての電話・FAX・電子メー
ル（緊急やむを得ない場合を除く）

　⑤ 夜間（午後10時～午前６時）の電話・
FAX・電子メール（緊急やむを得ない場合
を除く）

　⑥ 汚物・動物の死体等の著しく不快又は嫌
悪の情を催させる物の送付等

　⑦ 名誉を害する事項を告げること等
　⑧ 性的羞恥心を害する事項を告げること等
又は性的羞恥心を害する文書・図画の送
付等

３ 今までは対象外であった被害者の親族等も
接近禁止命令の対象となります。



2

今
年
の
１
月
に
、
家
族
の
大
切
さ
・
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
す
た
め
、「
わ

た
し
の
家
族
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
作
品
46
点
を
市
役

所
や
男
女
共
同
参
画
さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
（
文
化
会
館
）
に
２
ヶ
月
ほ
ど
展
示
し
、
来

場
者
に
よ
る
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
人
気
の
あ
っ
た
上
位
４
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

我が子4人 　　結婚50年目の秋

小
学
６
年
生
１
１
６
人
に
聞
き
ま
し
た

小
学
６
年
生
１
１
６
人
に
聞
き
ま
し
た

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、
個
人
の
行
動
の
原
点
で
あ
る
「
意
識
」「
考
え
」
の
持
ち
方
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
人
格
形
成
期
に
あ
る
子
ど
も
達
は
、「
家
庭
や
学
校
に
お
け
る
男
女
の
関

わ
り
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
行
動
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

新
里
小
学
校
６
年
生
の
児
童
１
１
６
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
聞
き
ま
し
た
。

　

男
子
は
「
男
の
方
が
楽
し
い
か
ら
」「
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が

出
来
る
か
ら
」、
女
子
は
「
オ
シ
ャ
レ
が
出
来
る
か
ら
」「
か
わ

い
い
物
が
買
え
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
男
女
と
も
、
今

と
同
じ
性
別
が
良
い
と
い
う
答
え
が
一
位
で
し
た
。

★ 「
男
の
方
が
良
い
」と
思
っ
て
い
る
女
子
は

意
外
と
多
い
。
で
も
女
子
は
ま
た
女
子
が

良
い
よ
う
で
す
…

　
「
男
は
仕
事
・
女
は
家
事
」
と
い
う
性
別
役
割
分
担
意
識
に

つ
い
て
、
否
定
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
子
は
42
％
で
し
た
。

男
女
別
で
は
女
子
の
方
が
意
識
は
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
50
％
以
下
で
し
た
。

★ 

女
子
の
方
が
性
別
に
よ
る
役
割
分
担

を
否
定
す
る
意
識
は
高
い
！

　

男
女
と
も
、
ほ
と
ん
ど
が
「
お
母
さ
ん
」
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。「
お
父
さ
ん
」を
手
伝
う
と
し
た
の
は
２
％
で
し
た
。

　

多
く
の
家
庭
で
は
、
家
事
は
お
母
さ
ん
が
分
担
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

男
子
は
「
風
呂
掃
除
」、女
子
は
「
食
器
洗
い
」
が
人
気
で
す
。

★ 

お
手
伝
い　

女
子
は「
食
器
洗
い
」

　

男
子
は「
風
呂
掃
除
」が
多
数
。

小
学
６
年
生
１
１
６
人
に
聞
き
ま
し
た

小
学
６
年
生
１
１
６
人
に
聞
き
ま
し
た

　

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
達
が
「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
」
と
い
う

答
え
で
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
の

は
学
校
で
、「
男
女
で
ひ
い
き
が
あ
っ
た
と
き
」
や
「
ケ
ン
カ

が
あ
っ
た
と
き
」
な
ど
で
す
。

★ 

男
女
平
等
（
男
女
共
同
参
画
）
と
い
う

言
葉
を
聞
く
の
は
学
校
で

男
の
子
の
意
識

女
の
子
の
意
識
子どもたちは

「男女共同参画」
について、
どのように

考えているの？

４人連れで外出すると、「がんばってねお母さん」と
励ましの声も…。苦労も多いけど、この写真を見て
兄弟っていいなあと感じてもらえたらうれしいです。

家族で旅行に出かけたときの一枚です。
家族の幸せを感じた瞬間です。

我が子4人 　　結婚50年目の秋　　
グランプ

リ
グランプ

リ

家では誰のお手伝いをしますか？Q.

（％）

祖母・家族等のお手伝い
手伝わない

お父さんのお手伝い
お母さんのお手伝い
お父さんお母さん両方のお手伝い
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2

 88.2 

3.9 2 3.9

1.6

 64.1 

4.6 

7.8 21.9

2

 88.2 

3.9 2 3.9

男子

女子

学校や家で「男女平等（男女共同参画）」という言葉を
聞いたことはありますか？

Q.

 

5.4％

 94.6％

 23.4％ 76.6％

家で

学校で

聞いたことがある　　聞いたことはない

0 50 100

 

5.4

 94.6

 23.4 76.6

 

5.4

 94.6

 23.4 76.6

（％）

男は外で仕事をし、女は家で家事をするものだと思い
ますか？

Q.

そう思う　　そうは思わない　　その他

0 50 100

男子

女子

 62.3 37.7

 50.0 48.1 

1.9％

 62.3 37.7

 50.0 48.1 

1.9％

（％）

で

0
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集
ま
っ
た
写
真
は
、
親
と
子
、
兄
弟
姉
妹
、
祖
父
母
と
孫
、
夫
婦
、
子
ど
も
と
犬
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
家
族
が
関
わ
っ
て
い
る
写
真
が
多
か
っ
た
で
す
。
や
は
り
写
真
を
撮

る
時
は
、
人
生
の
節
目
で
あ
る
七
五
三
、
結
婚
式
、
成
人
式
な
ど
の
お
祝
い
時
に
、
ま
た
、

年
中
行
事
の
正
月
、
運
動
会
、
お
祭
り
な
ど
に
多
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

家
族
の
愛
情
に
包
ま
れ
た
子
ど
も
達
の
笑
顔
に
ホ
ッ
と
癒
さ
れ
、
親
子
・
夫
婦
、
と

も
に
支
え
あ
い
な
が
ら
、
生
き
る
こ
と
の
喜
び
や
た
く
ま
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
な

ど
、
会
場
内
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
空
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
皆
さ
ん
も
投
票
す
る
の
に
随
分
迷
っ
た
よ
う
で
す
。

　

家
族
っ
て
い
い
な
〜
…
。

長男（4歳）と長女（7ヵ月）
のツーショット“佳き日"母と子

　

男
女
と
も
、
同
性
の
友
達
と
遊
ぶ
事
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

女
子
の
35
％
、
男
子
の
 ２１
％
が
、
男
女
関
係
な
く
遊
ん
で
い
ま

す
。
異
性
の
友
達
と
だ
け
遊
ぶ
と
い
う
子
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

★ 

遊
ぶ
と
き
は
、
女
子
の
方
が
異
性
を
気

に
し
な
い
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

★ 男女とも、人気がある異性のタイプは「や
さしさ」と「あかるさ」！

先生の意識は…

　男女とも、異性に求めるものは「やさしい」「あか
るい」「元気」「たのしい」が共通して上位を占めてい
ます。他には、女子は「スポーツが得意」な男子が好
きで、男子は「まじめ」「スポーツが得意」「勉強がで
きる」女子が好きという傾向があるようです。

　子ども達の生活において、家庭と同じように長い時間を過ごす場が学校です。
学校では、「男女平等」について、どのように教えているのでしょう。教育支援
室の先生（指導主事）にお話を伺ってみました。

男女平等教育
記　者▶学校では、「男女平等」についてどのよう
に子ども達に教育しているのですか。
指導主事▶学校では、国語や算数のような教科として
の「男女平等教育」という授業はありません。学校
は子ども達の豊かな人格を形成していく場なので、
教育活動全体を通して、「お互いの違いを知り合う
こと」「お互いを認め合うこと」「共に協力して生活
していくこと」を身につけるようにしています。
記　者▶具体的にはどのようなことをしていますか。
指導主事▶一例をあげると、子ども達の発達段階に応
じた性教育（保健体育授業）を実施し、男女それぞ
れの身体の仕組みと性について学び、お互いの違い
を理解した上で、共に助け合っていく必要があるこ
とを理解するということです。
また、毎朝の児童生徒の出席の確認・健康観察にお
いて使用する「出席簿」は、市内の全小中学校で「男
女混合名簿」を使用しています。集会等で整列する
場合も、男女混合の身長順に整列するなど、日常生
活で性別により必要以上に区別をしないような意識
づけを行っています。

家庭科教育
記　者▶家庭科の授業ですが、私が中学生の頃（30
年ほど前）は、男子は技術科、女子は家庭科と別れ
ていましたが、今でも別にしていますか。
指導主事▶いいえ。家庭科は料理や裁縫、ミシンがけ

など、自立生活に必要なことを教えるもので、以前
から小学校では男女一緒に授業を受けていました。
しかし「女性は家庭に」という考えが強かったこと
から、中学校では女子だけが家庭科の授業を受けて
いました。しかしながら、そういう考えがしだいに
見直され、自立して生活するためには男女の区別の
必要がないことから、２５年ほど前から中学校でも
男女共に家庭科の授業を受けることになりました。

先生の意識
記　者▶性別により区別をしないということに関し
て、先生や生徒が変わってきたなと感じることはあ
りますか。
指導主事▶そのものズバリという答えはないのです
が、先生が子ども達を呼ぶときに、男の子は「○○君」
女の子は「○○さん」と区別せず、共通して「○○
さん」と呼ぶようになってきました。また、「男らしく」
や「女らしく」といった表現や、物を選ぶ際に男の
子は「青い物」、女の子は「赤い物」といった指示は、
今ではほとんどされていません。
記　者▶先生も大分意識が変わってきているのです
ね。先生への研修はどのようにしているのですか。
指導主事▶県の男女平等教育研修会に参加したり、校
内においては人権教育に関する研修の中で、男女平
等を進める内容を取り入れた校内研修等を実施し、
理解を深めています。
記　者▶ありがとうございました。

長男のうれしそうな顔が印象的だったので・・・
結婚式の朝。

母は子を慈しみ、子は母への感謝の気持ちが
穏やかな表情にでていたので…

長男（4歳）と長女（7ヵ月）
のツーショット“佳き日"母と子

総　　評

学校の休み時間は誰と過ごしますか？Q.

男子

女子

同性の友達と　　異性の友達と　　男女関係なく　　一人でゆっくりと

0 50 100

 74.6 20.6 

4.8

 64.7 35.3

 74.6 20.6 

4.8

 64.7 35.3

（％）

生まれ変わるとしたら男と女どちらが良いで
すか？

Q.

 

5.4％

 94.6％

 23.4％ 76.6％

男子

女子

男の方が良い　　女の方が良い　　どちらでも良い

0 50 100

 78.1 6.3 15.6

 30.8 46.2 23.0

 78.1 6.3 15.6

 30.8 46.2 23.0

（％）

どんな異性が好きですか（○は３つまで）Q.

男子　　女子

0
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40

や
さ
し
い

一
緒
に
い
て
安
心
す
る

楽
し
い

か
わ
い
い

き
れ
い

か
っ
こ
い
い

勉
強
が
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
が
得
意

ま
じ
め

お
と
な
し
い

あ
か
る
い

元
気
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27
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17
19

29

32
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「
男
女
共
同
参
画
さ
わ
や
か

サ
ロ
ン
」
は
、
男
性
、
女
性

誰
で
も
世
代
を
こ
え
て
気
軽
に

利
用
で
き
る
サ
ロ
ン
で
す
。
約

五
百
冊
の
図
書
が
あ
り
、
貸
出

も
し
て
い
ま
す
。
国
、
県
、
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
や
講
座
な
ど

の
情
報
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
お

誘
い
な
ど
、
各
種
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
窓
か
ら
眺
め
る

外
の
風
景
は
、
四
季
を
と
お
し

て
美
し
く
、
友
人
と
語
り
合
っ

た
り
、
読
書
を
楽
し
ん
だ
り
、

ほ
っ
と
す
る
ひ
と
と
き
を
過
ご

せ
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
た
い「
う
れ
し
い
出
来
事
」

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
た
い「
う
れ
し
い
出
来
事
」

「
心
あ
た
た
ま
る
出
来
事
」「
感
謝
し
て
い
る
出
来
事
」で
す
。

「
心
あ
た
た
ま
る
出
来
事
」「
感
謝
し
て
い
る
出
来
事
」で
す
。  

❖ 

楽
し
い
夏
休
み　

二
人
の
孫
と
興

ず
る
は　

坊
主
め
く
り
と
バ
バ
ヌ
キ

よ
！　

 

（
瀬
崎
町　

山
本
幸
子
さ
ん
）

❖ 

杖
を
つ
く
女
性
に　

運
転
手
さ
ん

の
一
言　
「
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
で

い
い
で
す
よ
」　 

（
栄
町
２　

田
中
典
子
さ
ん
）

❖ 

酷
暑
の
夏　

毎
日
水
筒
２
本
持
っ

て
部
活
に
行
く
ま
っ
黒
な
息
子
達

の
健
康
に
感
謝
！　

 

（
氷
川
町　

保
坂
良
恵
さ
ん
）

❖ 

杖
を
頼
り
に
食
事
会　

は
ず
む
会

話
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

帰
る
姿

は
杖
を
忘
れ
て 

　

 

（
手
代
町　

斉
藤
照
代
さ
ん
）

❖ 

私
の
目
の
前
に
ご
高
齢
の
お
ば
さ
ま

が
手
紙
を
投
函
し
に
来
て
い
ま
し

た
。
私
が
両
手
に
荷
物
を
か
か
え
、

地
面
に
荷
物
を
お
ろ
そ
う
と
し
た
一

瞬
の
出
来
事
で
す
。し
ゃ
が
む
前
に
、

一
言「
ど
う
ぞ
」と
言
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
お
礼
の
言
葉
を
そ
え
て
先
に

投
函
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

 

（
匿
名
）

❖ 

孫
メ
ー
ル　

ピ
ア
ノ
の
会
は　

ば
あ

ち
ゃ
ん
の
着
メ
ロ
に
し
た
よ　

ジ
ュ

ピ
タ
ー
に 

　
（
谷
塚
上
町　

越
田
紋
子
さ
ん
）

❖ 

我
が
家
族
七
人
の
始
め
て
の
沖
縄

旅
行　

う
れ
し
楽
し　

お
い
し
い

企
画
成
功
な
り 

 

　
（
苗
塚
町　

掛
川
富
士
子
さ
ん
）

❖ 

八
十
歳
代
男
性　

週
一
運
動
で
杖
手

離
す　

人
生
の
ス
タ
ー
ト
い
つ
で
も

可
〜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
て
〜

 

　
（
氷
川
町　

長
渕
道
香
さ
ん
）

❖ 

母
の
二
十
三
回
忌
の
盆　

我
家
に
朱

塗
り
の
タ
ン
ス
が　

樟
脳
の
匂
い
に

母
の
面
影 

　
（
青
柳
四　

須
藤
松
坂
さ
ん
）

●
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　

無
料

と
き
…
平
成
19
年
12
月
２
日
㈰

場
所
…
草
加
市
文
化
会
館
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

第
１
部　

10
時
〜
12
時　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」　

講
師　

小
島
貴
子
氏

　

現
代
の
女
性
は
３
足
の
わ
ら
じ
は
当
た
り
前
・・・
。

仕
事
・
家
庭
・
子
育
て
な
ど
、
何
か
と
忙
し
い
け
れ
ど
、

自
分
ら
し
い
人
生
を
送
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
い
い
の
？

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

13
時
〜
13
時
30
分　
　
「
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
伝
統
音
楽
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
「
シ
ケ
モ
ク
バ
ン
ド
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
フ
ィ
ド

ル
（
バ
イ
オ
リ
ン
）・
ギ
タ
ー
・
ボ
タ
ン
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
・
マ
ン
ド
リ
ン
・
バ
ウ
ロ
ン
・
ピ
ア
ニ
カ
の
演

奏
と
歌
。

第
２
部　

14
時
〜
16
時　

日
本
最
初
の
女
性
医
師

「
荻
野
吟
子　

波
乱
の
人
生
」　

講
師　

鈴
木 

忍 

氏

　

男
性
医
師
に
よ
る
治
療
の
際
の
羞
恥
と
屈
辱
的
な

体
験
に
よ
り
、
女
性
禁
断
だ
っ
た
医
師
の
世
界
に
挑

戦
し
つ
づ
け
た
吟
子
。
開
業
後
は
、
医
療
、
婦
人
開

放
運
動
に
活
躍
し
、
女
性
の
地
位
向
上
や
衛
生
知
識

の
普
及
に
貢
献
し
た
。

＊ 

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
埼
玉
県
の
「
さ
い
た
ま
輝

き
荻
野
吟
子
賞
」
を
受
賞
し
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み

ん
な
の
ま
ち
草
の
根
ネ
ッ
ト
の
会
と
の
共
催
で
す
。

　

申
し
込
み
先　
　

草
加
市
役
所
人
権
共
生
課

　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話　

９
２
２
│
０
８
２
５

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

９
２
４
│
８
６
７
２

●
「
わ
た
し
の
ほ
ん
ね
」
作
品
展

　

テ
ー
マ
「
男
女
平
等
に
つ
い
て
」「
子
育
て
に
つ
い
て
」

　

期
間
中
（
７
月
20
日
〜
８
月
28
日
）
は
多
く
の
市

民
が
訪
れ
ま
し
た
。
日
頃
思
っ
て
い
る
〝
ほ
ん
ね
の

は
な
し
〞
を
、
短
文
、
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
に
あ
ら

わ
し
た
作
品
101
点
を
展
示
。

　

会
場
内
は
、苦
笑
い
す
る
人
、大
き
く
う
な
ず
く
人
、

感
想
を
語
リ
あ
っ
た
り
す
る
人
た
ち
な
ど
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
光
景
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

●
親
子
料
理
教
室　
　

夏
の
さ
わ
や
か
デ
ザ
ー
ト

　

８
月
26
日
㈰
午
後
、
子
ど
も
、
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
総
勢
29
名
の
参
加
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

小
林
講
師
の
ご
指
導
で
子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な

声
と
と
も
に
始
ま
り
、〝
や
っ
て
み
た
い
〞、〝
や
っ
て

み
よ
う
〞
の
意
欲
で
で
き
あ
が
っ
た
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン

チ
と
蒸
し
パ
ン
は
最
高
の
味
で
し
た
。

● 

ビ
デ
オ
鑑
賞
会
「
私
は
男
女
平
等
を
憲
法
に
書
い

た
」

　

図
書
資
料
室
で
は
、
例
年
「
ビ
デ
オ
鑑
賞
会
」
を

実
施
し
て
お
り
、
今
回
（
11
月
８
日
）
は
ア
メ
リ
カ

人
女
性
の
ベ
ア
テ
さ
ん
が
、日
本
女
性
に
幸
せ
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
一
途
の
思
い
を
込
め
て
、
日
本
国

憲
法
に
女
性
の
人
権
と
男
女
平
等
の
条
文
を
盛
り
込

ん
だ
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

相
談
員
：
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

実
施
日
： 
毎
月
５
回（
第
一
土
曜
日
・
毎
週

木
曜
日
）

時　

間
： 

午
後
１
時
〜
５
時（
一
人
50
分
）

場　

所
：
草
加
市
文
化
会
館
相
談
室

予
約
は
男
女
共
同
参
画
さ
わ
や
か
サ
ロ

ン
ま
で

電
話
９
３
１
│

９
３
２
５（
内
線
50
）

（
休
館
日
を
除
き
、
土
日
も
受
付
可
）

─ イ ベ ン ト の ご 案 内 ─

出かけて出かけて
みませんか？みませんか？

「男女共同参画さわやかサロン」「男女共同参画さわやかサロン」「男女共同参画さわやかサロン」「男女共同参画さわやかサロン」
場　　所：草加市文化会館図書資料室
利用時間：平日と第１土曜　午前９時～午後５時

親子料理教室

こ
れ
か
ら
の
予
定

報　
　
　
　

告

次
回
は
、「
身
近
な
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

送
り
先
： 

〒
３
４
０
│

８
５
５
０

草
加
市
高
砂
１
│

１
│

１

人
権
共
生
課

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
９
２
４
│

８
６
７
２

Ｅ
メ
ー
ル
：
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　男女共同参画白書を読んでみた。
　女性が政治、経済活動での意思決定
に参加できるかどうかを測るジェンダー
エンパワーメント指数を見ると、日本の
順位は2006年度75ヵ国中42位。国会議員
に占める女性の割合は9.4％、国家公務員
では20％、その中で上位の役職に占める
女性の割合は1.8％。民間会社での女性の
割合は41.4％、その中で管理的職業に就
く女性の割合は10.1％。
　日本の男女共同参画の法整備は外国に
劣らないが、実社会での女性の登用が進
んでいない実態がよくわかる。国に女性
がより活躍できる環境整備を期待するの
はもちろんの事、働く女性達のがんばり
にも多いに期待したい。 （Ｓ・Ｔ）

　男女共同参画が叫ばれて久しいが、実
態はまだまだ机上の議論の域を出てなく
「あるべき共同参画」の理想論が優先し、
そこから現実を解決しようという方法論
の逆転にある気がする。今号の特集は、
児童生徒の間で共同参画はどのように捉
え教育されているのかを垣間見ようとの
主旨で臨んだ。結論を言えば、今の児童
生徒の感覚は50年前の私の感覚とそれほ
ど違いはないな、ということ。読者のお
母さんお父さんはどうでしょう。 （Ｎ・Ｙ）
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